
広報 N0.222

平成３年12月15日

発行・編集 国見町企画商工課

お
も
な
内
容
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▲花の１区を走るゼッケン13番 佐藤恵選手

初冬 の みちのく路

ぐに み が゙駆け る

’９１

12月

県内85市町村の精鋭が一本のタ スキをつな

ぎ、初冬の み゙ちのく路l を駆け抜ける「第

３回市町村対抗県縦断駅伝競走大会」 （略称

・ふくし ま駅伝）は11月24日、白河 市から郡

山を経て福島市 までの14区間､101km のコ ース

で行われました。

その結果、国 見町チームは日頃 の練習の成

果を十分発揮 し、町村の部で第15位、総合第24

位と、見事な成績をおさめました。



健 闘 ぐにみ゛

町村の部　第15位

総　　合　第24位

～ふくしま駅伝～

午
前
八
時
五
分
、
号
砲
を
合
図
に

八
十
五
人
の
選
手
か
白
河
総
合
運
動

公
園
を
‐。
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
コ
ー
ス

の
沿
道
に
詰
め
掛
け

た
多
く
の
人
の

盛
ん
な
声
援
を
受
け
、
ゴ
ー
ル
の
福

島
県
庁
を
目
指
し
、
熱
走
。
冨
永
町

長
も
早
朝
、
白
河
市
に
駆
け
っ
け
選

手
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
ま
し
た
。

黒
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
身
を
包
み
。

”
必
勝

”
と
染
め
抜
か
れ
た
は
ら
巻

き
を
し
め
、
上
位
入
賞
を
狙
っ
て
出

場
し
た
国
見
町
チ

ー
ム
は
、
八
巻
忠

義
監
督
を
中
心
に
、
毎
日
の
個
人
練

習
を
は
じ
め
、
合
同
練
習
や
三
回
の

合
宿
な
ど
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

重
ね
、
持
ち
前
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
さ
と
中
学
生
を
中
心
と
し
た
若
さ

と
粘
り
強
さ
を
フ
ル
に
発
揮
。
町
村

の
部
で
第
十
五
位
、
総
合
で
も
第
二

卜
四
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
、
全
逸
手
か
柵

い
っ
ぱ

い
が
ん
ば
り
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
特

に
花
の
一
区
の
佐
藤
恵
選
手
は
区
間

八
位
、
十
一
区
の
佐
久
間
光
雄
選
手

は
わ
ず
か
二
秒
の
差
で
町
村
の
部
区

間
賞
を
逃
が
し
た
も
の
の
Ｋ
間
五
位
。

十
二
区
の
佐
藤
岨
史
選
手
が
区
間
八

位
と
力
走
し
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
と

も
エ
ー
ス
級
を
そ
ろ
え
た
最
終
区
で

は
、
闃
很
英
樹
選
手
が
全
力
を
振
り

絞
っ
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
沿
道
を
埋
め

尽
く
し
た
皆
さ
ん
か
ら
。
惜
し
み
な

い
拍
手
か
送
ら
れ
ま
し
た
。

力
の
限
り
走
り
抜
い
た
選
手
の
皆

さ
ん
、
選
手
を
支
え
て
く
れ
た
町
駅

伝
競
走
部
の
杵
さ
ん

ご
苦
劣
さ
ま
で

し
た
。
ま
た
、

ご
声
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲冨永町長から高橋豊光コーチにユニホームの授与
( 結団式･11 月17日)

▲５区を力走する主将の村上俊弘選手

力
走
し
た
選
手
の
皆
さ
ん

◇
第
１
区
　
佐
藤

恵
選
手

（
県
北
中
２
年
）

◇
第
２
区
　
阿
部
　
夏
樹
選
手

｛
県
北
中
１
年
｝

◇
第
３
区
　
高
橋

豊
光
選
手

（
丸
鮮
㈱
）

◇
篇
４
区
　
中
野
　
義
夫
選
手

｛
大
岩
機
器
工
楽
所
｝

◇
第
５
区
　
村
上
　
俊
弘
選
手

（
大
窒
電
業
）

◇
第
６
区
　
松
浦
　
裕
貴
選
手

｛
柵
鳥
玉
商
１
年
｝

◇
第
７
区
　
松
浦
　
孝
紀
選
手

（
福
島
北
高
３
年
）

◇
第
８
区
　
奥
山
　
貴
裕
選
手

（
県
北
中
３
年
）

◇
第
９
区
　
瀬
戸
　
裕
二
選
手

（
県
北
中
３
年
）

◇
第
1
0区
　
佐
藤
　
真
紀
子
選
手

（
県
北
中
２
年
）

◇
第
1
1区
　
佐
久
間
　
光
雄
選
手

（
国
見
電
子
㈱
）

◇
篇
り一
区
　
佐
麗
　
温
史
選
手

（
福
鳥
東
高
３
年
）

◇
第
1
3区
　
鈴
木
　
弘
三
選
手

（
自
衛
隊
福
島
）

◇
第
1
4区
　
関
楓
　
英
樹
選
手

（
福
鳥
日
本
電
気
）

町
ス
ポ
少
駅
伝

大
木
戸
（
女
子
）
健
闘
！
第
二
位

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

迎
合
会
（
神
津
武
志
会
長
）
主
催
の
第

六
回
囚
見
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
競

走
大
会
は
ト

ー
月
十
七
日
、
藤
田
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
ス
タ
ー
ト

ー
ゴ
ー
ル
の

八
区
間
、
十
、・
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
に
は
伊
達
郡
を
は
じ
め
、
福

島
市
。
二
本
松
市
、
安
達
郡
か
ら
男

子
Ｅ
十
一
、
女
子
九
チ
ー
ム
か
出
場

し
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
中
継
所
を
目

桁
し
て
力
走
し
ま
し
た
。

藤
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
沿
道
に
は

大
勢
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
ら
か

詰
め
掛
け
。
盛
ん
な
声
援
を
送

り
て

い
ま
し
た
。

国
見
町
の
上
位
入
賞
チ
ー
ム
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【

男

子

】

第
六
位

大
木
戸
Ａ

【

女

子

】

第
二
位

大
木
戸

第
四
位
　
藤
田

【
区

間
賞

】

◇
男
子
　
渡
辺

敏
行
（
小
坂
Ａ
）

◇
女
子
　
石
井
の
ぞ
み
（
森
江
野
）

▲元訊にスタート

▲大会に花を添えた県北中ブラスバンド



表　彰

おめでとう

ございます

十
月
二
十
四
口
、
二
本
松
市
で
開

催
さ
れ
た
『
福
島
県
社
会
福
祉
大

会
』
の
席
上
。
民
生
児
童
委
員
と

し
て
多
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉

の
向
上
、
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
功

労
に
対
し
、
福
島
県
知
事
よ
り
次

の
方
々
に
感
附
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

安
藤
　
ト
ヨ
さ
ん
（
前
田
）

菅
野

賛
郎
さ
ん
（
内
谷
東
）

樋
口
　
清
三
さ
ん
（
錦
町
）

簗
瀬

貞
子
さ
ん
（
宮
町
南
）

佐
久
間

巌
さ
ん
（
宮
町
北
）

柵
口
　

弘
さ
ん
（
町
東
）

幽
民
年
金
事
業
実
績
か
優
良
な
民

間
地
区
組
織
団
体
等
に
贈
ら
れ
る

表
彰
式
が
十
一
月
二
十
日
。
福
鳥

市
の
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
席
上
、
国
見
町
か
ら
は

次
の
二
つ
の
国
民
年
金
組
合
が
、

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
・
県
知
事

表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

第
二
町
内
会
国
民
年
金
組
合

（
組

合
長

…
佐

久
間
幸

雄
さ

ん
）

県
知

事
表

彰

小
坂

町
内
会

国
民

年
金
組

合

（
組
合

長

…
佐
藤

元
一

さ
ん
）

十

月

十
六
日

、
宇

都
宮
市

で
開

催

さ
れ

た

’全

国
保
健

衛
生

大
会

」

の
席
上

、
町

保
健

委
員
艮

と
し

て

多
年

に
わ

た
る
地

区
衛
生

組
織

活

動

が
認

め

ら
れ
た
佐

藤
羅

雄
さ

ん

（
前
田

）

に
。
全
国

地
区

術
生

組

織

連
合
会

長
よ

り

表
彰
状

が
伝
達

さ
れ
ま

し
た

。

十
月
十

八
日

、
喜
多

方
市
で

開

催

さ

れ

た
「
第

二
十
回

県
保

健
衛

生

大
会

」

の
席
上

。
多

年
に

わ
た

り

町

保
健

委
員

と
し
て

地
域
公

衆
衛

生

事
業

に
貢
献

さ
れ

た
熊
坂

正
さ

ん

（
内

谷
西
）

に
、

公
衆
衛

生
事

業
功

労
彰

か
贈

呈
さ

れ
ま
し

た

。

三

十
回
以

上
の
献

血
協

力
者

に
贈

ら

れ
る
日

本
赤

十
字

杜
の
銀

色
有

功
章

が

、
高
橋
正

志
さ

ん
（
貝

田
）

に
贈

呈
さ

れ
ま
し

た

。

十

一
月
三

十
一

日
、
須
賀

川
市

文

化

セ
ン

タ
ー
で

開
か
れ

た

『
第
四

十

一
回
福

島
県
統

計
人
会

』

の
席

上
、

長
年

に
わ

た
り
統

計
の
伸

展

に
尽
力

さ
れ

た
、
次

の
方

々
か
表

彰
さ

れ
ま

し
た

。

・
福
鳥

県
知

事
表
彰

小
林

福

治
さ
ん

（
原

町
）

・
福
島

県
統
計

協
会

畏
表
彰

佐
藤
　

和
次

さ
ん

（
耕

谷
）

松
浦
　

長
明

さ
ん

（
大
木

戸
）

消火活動に

威力を発揮

～消防ポンプ積載車

交 付 式～

第
二
分
団
第
二
部
（
石
母
田
地
区
）

と
第
三
分
団
第
三
部
（
塚
野
口
地
区
）

に
消
防
ポ
ン
プ
禎
載
車
が
納
車
さ
れ

る
に
あ
た
り
十
一
月
十
二
日
．
二
十

五
日
に
そ
れ
ぞ
れ
役
場
前
で
交
付
式

か
行
わ
れ
ま
し
た
．

交
付
式
に
は
冨
永
武
夫
町
長
．
阿

部
恒
夫
町
消
防
団
長
を
は
じ
め
、
幹

部
団
員
、
地
元
消
防
団
員
の
杵
さ
ん

か
出
席
。
冨
永
町
畏
が
阿
部
団
長
に

鍵
を
手
渡
し
た
あ
と
、
阿
部
団
長
が

「
今
回
の
交
付
を
契
機
と
し
て
、
よ

り
一
層
町
民
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
り
、

消
防
団
と
し
て
使
命
遂
行
の
た
め
頑

張
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
で

火
災
予
防
を
呼
び
か
け

｛
毎
日
か
　
火
の
元
警
報
　
発
令

中
｝
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
十
一
月

十
三
日
、
町
消
防
団
で
は
。
こ
れ
か

ら
一
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
の
多
い

季
節
を
む
か
え
る
た
め
、
防
火
パ
レ

ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

阿
部
恒
夫
町
消
防
団
長
を
は
匕

め
、

五
台
の
消
防
車
に
分
乗
し
た
団
員
の

皆
さ
ん
は
、
町
内
一
円
を
パ
レ
ー
ド

し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

長
崎
県
国
見
町
を

見
　

舞
　
う

国
見
町
議
会
の
仲
野
周
一
議
長
、

佐
藤
忠
芙
剛
議
長
、
古
田
久
男
議
会

運
営
委
員
長
は
十
一
月
十
五
日
。
同

じ
町
名
と
い
う
こ
と
で
交
流
を

図
っ

て
い
る
艮
崎
県
国
見
町
を
訪
問
し
、

被
害
状
況
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、

町
、
町
議
会
、
町
社
会
福
祉
協
錐
会
、

県
北
中
生
徒
会
、
二
の
輪
フ
ョ
さ
ん

（
第
一
）
か
ら
の
災
害
見
舞
金
を
、

松
尾
耕
之
助
長
崎
県
国
見
町
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。

国
見
町
は
雲
仙
普
賢
岳
と
隣
接
し

て
お
り
、
火
山
灰
の
被
害
か
苓
し
く
、

農
作
物
等
に
大
き
な
被
害
か
出
て
お

り
ま
す
。

▲交付された２舍の消防ポンプ積載車

・ 防火パレードで火災予防を呼び掛ける

▲松尾耕之助長崎県国見町長に

見舞全を手渡す仲野岡一町讓会岨長



税に関する作品展

藤田小の大槻さんら

福島税務署長賞

国
見
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で

は
、
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
『
税
を
知
名

週
間
』
に
ち
な
み
、

税
に
対
す
る
関
心
と
納
税
思
想
の
普

及
を
図
る
た
め
、
町
内
の
小
・
中
学

生
を
対
象
に
税
に
関
す
る
作
品
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
書
の
部
三
七
一
点
、

標
語
の
部
九
七
四
点
の
応
募
が
あ
り
、

こ
の
は
ど
審
査
か
行
わ
れ
、
次
の
と

お
り
入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
来
年
の
確
定

申
告
・
住
民
税
申
告
相
談
の
期
間
中
、

役
場
申
告
会
場
に
展
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
書

の

部
　
　

（
敬
称
略
）

●
福
鳥
税
務
署
長
賞

藤
田
小
五
年
　

大
槻
恵
理
子

小
坂
小
六
年
　

安
藤
満
寿
美

県
北
中
三
年
　

八
巻
　

稍

・
国
見
町
長
賞

小
坂
小
五
年
　

熊
坂
　

香

森
江
野
小
六
年

八
巻

智
子

県
北
中
二
年
　

加
藤
奈
緒
笑

１
福
鳥
県
税
事
務
所
長
賞

小
坂
小
六
年
　

安
藤

幸
夫

県
北
中
三
年
　

村
上
　

崇
宏

・
福
鳥
地
区
納
貯
連
会
長
賞

大
木
戸
小
五
年

佐
藤
　

誠

籘
田
小
五
年
　

吉
田
　

薫

藤
田
小
六
年
　

佐
久
間
紀
明

森
江
野
小
六
年
　
八
巻

健
志

森
江
野
小
六
年

小
野
智
佳
子

県
北
中
一
年
　

徳
江
　
正
文

県
北
中
二
年
　

渡
辺

郁
子

・

福

鳥
地

区
税
団

協
会

長
賞

森
江
野
小
五
年

高
橋
香
奈
恵

大
木
戸
小
六
年

遠
藤
　

矇

県
北
中
二
年
　

徳
江
ひ
ろ
み

県
北
中
二
年
　

菊
地
由
紀
子

●
国
見
町
納
貯
達
会
長
賞

藤
田
小
五
年
　

吉
田

祥
子

藤
田
小
六
年
　

斎
藤
あ
ゆ
み

小
坂
小
六
年
　

新
妻

朋
佳

県
北
中
二
年
　

後
藤
　
正
行

県
北
中
二
年
　

菅
野

恵
子

◆
棟

語

の

部

・
福
鳥
税
務
署
長
賞

森
江
野
小
六
年

斎
藤

聖
子

●
国
見
町
長
賞

小
坂
小
五
年
　

佐
藤
　
正
充

小
坂
小
六
年
　

仲
野

岡
久

藤
田
小
六
年
　

後
藤

幸
恵

森
江
野
小
六
年

佐
藤
　
裕
之

県
北
中
一
年
　

佐
藤

香
織

●
国
見
町
納
貯
違
会
長
賞

小
坂
小
六
年
　

阿
部

健
二

藤
田
小
五
年
　

山
崎
　

香

大
木
戸
小
六
年
　
八
鳥
　
千
春

県
北
中
一
年
　

阿
部

夏
樹

県
北
中
三
年
　

大
沼

笑
妃

国　民

年　金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
！

届

出

を

忘
れ

て

い

ま

せ

ん

か

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
国

民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
で
す
。

こ
の
第
三
号
被
保
険
者
は
、
自
分
で

保
険
料
を
納

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

れ
は
夫
の
加
入
す
る
被
用
者
保

険
制
度
（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
）
で
ま
と
め
て
費
用
を
負
担
す
る

よ
う
に
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
は
、
夫
の
退
職
、
転
職
、
就
職

と
い
っ
た
場
合
に
は
、
届
出
か
必
要

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
。
奥
さ
ん
本
人
か
、
就
職

（
被
用
者
保
険
の
適
用
を
受
け
る
）

し
た
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
で

所
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
被
扶

養
配
偶
者
で
な
く
な

り
た
場
合
に
も

届
出
か
必
要
で
す
。
な
お
、
所
得
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、

岡
民
年
金
の
第
一
号
被
保
鹸
者
と
し

て
保
険
料
の
納
付
か
必
要
に
な
り
ま

す
。以

上
の
よ
う
な
と
き
、
必
要
な
届

出
が
さ
れ
ず
二
年
を
経
過
す
る
と
時

効
に
な
り
、
い
く
ら
被
保
険
者
と
し
て

の
資
格
か
あ

り
て
も
、
二
年
以
前
の

分
に
つ
い
て
は
未
納
期
間
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
届
出

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
年
金
係

一
恭
2
1
1
1
　
内
線
１
３
５

１月10日

１ Ｈ 耋の.Iﾖ

安

心
を

支
え

る

あ

な
た

の

一

一
〇

番

一
一
〇
番
は
地
嫉
の
皆
さ
ん
と
警

察
を
椿
ぷ
き
ず
な
、
事
件
・
事
故
な

ど
を
早
期
解
決
す
る
ホ

″
ト
ラ
イ
ン

と
し
て
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
事
故
、
不

審
車
両
、
け
ん
か
、
暴
力
事
件
、
不

審
な
人
な
ど
を
見
た
ら
、
聞
い
た
ら
、

す
ぐ
に
一
一
〇
番
に
通
報
し
て
く
だ

さ

い
。

皆
さ
ん
が

】
一
〇
番
通
報
さ
れ
た

内
容
に
つ
い
て
は
、

『
す
ば
や
く
．

親
切
に
、
秘
密
を
守
る
』
を
モ
ッ
ト

ー
に
処
理
（
解
決
）
に
あ
た
り
ま
す

の
で
．
安
心
し
て
一
一
〇
番
し
て
く

だ
さ
い
．

『
一
一
〇
番
』
を
か
け
る
畤
は
、

警
察
が
す

ば
や
く
行
動
で
き
る
よ
う
．

次
の
こ
と
を
落
ち
着
い
て
は

り
き
り

と
話
し
て
く
だ
さ
い
．

何
が
起
き
た
の
か

交
通
事
故
、
け
ん
か
な
ど

い
つ
、
ど
こ
で

発
生
時
間
．
場
所

事
件
の
内
容
は

け
か
人
が
い
る
な
ど

犯
人
は

人
数
、
人
相
、
特
徴
な
ど

あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号

年末年始水道修繕工事当番

12月30・31日 �㈲国　 兒　 建　 工 �ｰ  4522

１月１日 �㈲後　 聹　 設　 備 �85
 ｰ 310385

－3321

１月２日 �半 沢 水 道 工 業 所 �85 ｰ 3193

１月３日 �㈲斎　 久　 設　 備 �85  ー2 引 0

１月４日 �㈲国　 見　 設　 備 �85

－306385

 ｰ 4 7

】月５日 �国見ガス住宅設備㈱ �85 ｰ 幻 37

１月６日 �

高　 野　 電　 気

徳　 江　 電　 気

徳　 江　 農　 機 �85

  ー272285

  ー272085

 ｰ 2 7

１月７日 �㈲国　 見　 建　 工 �85  ー4522



鴨
田
惣
太
郎
さ
ん

元
気
に
一
〇
四
歳

国
見
町
最
長
寿
の
鴨
田
惣
太
郎
さ

ん
（
内
谷
字
西
脇
3
3）
は
十
一
月
二

十
日
、
一
〇
四
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
冨
永
武
夫
町
畏
が
花

束
や
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
贈
り
、

長
寿
を
祝
福
し
ま
し

た
。

惣
太
郎
さ
ん
は
、
竹
男
さ
ん
・
夕

キ
ノ
さ
ん
夫
婦
と
元
気
に
暮
ら
し
て

お
り
、
写
真
撮
影
に
も
に
こ
や
か
に

応
じ
て
い
ま
し

た
。

●富永町長から花東の贈呈を受ける鶴田惣太郎さん

平
成
四
年
度

就
学
予

定
者

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
制

服
。
教
科
書
、
ノ
ー
ト
、
船
筆
。
新

一
年
生
に
と

り
て
、
小
学
校
に
入
学

す
る
畤
は
何
も
か
も
が
新
し
く
、
希

望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
新
入
学
児
童
の

い
る
ご
家
庭
で
は
、
入
学
準
備
な
ど

で
何
か
と
忙
し
く
な
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。

来
春
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
の

は
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

六
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
、
百
三
十
六
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

新
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
か
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
み
ん
な

で
応
援
し
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

健
康
に
十
分
注
意
し
て
、
入
学
式

に
は
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ

い
。

記
職
も
れ
や
誤
字
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
。
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
教
膏
委
員
会
事
務
局

Ｓ
翦
2
1
1
1

内
線
２
１
２

（
順
不
同

・
敬

称
略

）

・

小
坂
小
学
校
1
7

名（

男
８
・
女
９
）

佐

藤

秀

樹

目

黒

翔

平

佐

藤

辰

哉

菅

野

聖

敏

若

林

桧
　
理

赤

坂

真

岐

菅

野

由

未

商

橘

美

帆

菅

野

美
紀
子

斎

藤

征
太
郎

熊

坂

法

昭

鴨
　
田

雄

介

佐

藤

修
太
郎

一
　
條

沙

織

赤

坂

沙
弥
香

高

槝

由

実

冨

塚

靖

子

・

蒔
田
小
学
校
6
8
名（
男
3
2・
女
3
6）

平

舘

健
太
郎

佐

藤

敦

史

堀

越

健

裕

菊

地

正

陸

佐

藤

裕
　
一

吉

川

茂

樹

齋

騷

勇

人

吉

田

敏

彦

藤

井

翔

太

遠

藤

優

太

半

沢

隆

太

浅

野

和

哉

佐

藤
　
　

駿

山

田

哲

也

菊

地

泰

徳

中

野

貴

大

佐

藤

千

里

齊

藤

加
寿
美

鈴

木

樹
里
亜

佐

藤

裕

香

佐

藤
　
　

歩

商

橋

奈
津
美

紺

野

真

澄

佐

藤

亜
沙
美

樋
　
口
　
陽

子

熊

坂

典

子

木

村

亜
寿
沙

奥

山
　
　

碧

畠

山

麻

美

佐

藤

驢

加

尾

形
　
　

歩

舟

山

明

花

高

檎

ゆ
う
子

滝

川

久
美
子

伊

藤

拓

哉

齋

藤

拓

也

穗

苅

祐

弥

渡

辺

雄

太

斎

騙

悠

司

安

斎

千

隼

牧

野

和

樹

高

柵

宏

明

武

田
　
　

良

瞥

野

真

人

深

田

悟

志

佐

藤

尭

彦

松

浦

和

彦

引

地

智

和

佐
々
木

勇

泊

菊

地

政

人

佐
々
木

佳
余
子

佐

藤

沙

貴

商

揚

夕

貴

穐

月
　
　

稍

吉

田

純

美

佐

解
　
こ
ず
え

舟

山

里

美

吉
　
田

百
合
子

今

野

真

希

森
　
　

千

穂

佐

膝

真
喜
栄

大

森
　
　

歩

菅

野

佑

香

羽

根

真
実
子

藤

阪

康

乃

宍
　
戸

麻

莉

吉

田

黹
智
子

田

代

真

梨

・

森
江
野
小
学
校
3
1

名（

男
1
3・

女
1
8）

佐

藤

正

之

佐

藤

智

宏

石

川

賢

英

斎

藤

竜

也

吾

妻

悠

太

村

上

智

士

本

多

俊

睛

実

沢

皿

心

石

川

あ
ゆ
み

佐
久
聞
　
　

瞳

村

上

智

笑

佐
久
間

友

里

菊

地

め
ぐ
み

近

野

あ
ゆ
み

寺

鳥

美

賀

佐
久
間

美

徳

吉
　
田

雅

史

原

田

祐
太
郎

実

沢

幸

広

吉
　
田

裕
一
朗

松

浦

隆

浩

菊

地
　
　

裕

引

地

亜
由
美

冨

樫

絵

理

佐

野

舞

子

大

波

沙
友
里

寺

鳥

亜

希

佐
久
間

翔

子

小

幡

和

香

八

巻

景

子

八

巻

直

美

・

大
木
戸
小
学
校
1
5
名
（
男
８
・
女
７
）

佐

藤

敬
　
一

松
　
田

佑

介

志

村

憲

太

春

日

秀

光

渋

谷

朋

子

松

滴

亜

希

櫺

澤

由

香

児

鳥

由
起
子

遠

藤

有
羽
樹

商

橋

宝

典

後

膝

和

之

齋

簾

祐

二

阿

部

恵

子

身

藤

麻
里
子

後

膝
　
　

恵

一

大
枝
小
学
校

５
名（
劈
４
・
女
１
）

鈴

木

知

仁

佐

藤

昌

弘

小

林
　
　

星

松

浦

裕

介

小

林

啓

太

▲平成３年度森江野小掌校入学式



募
　

集

藤
田
保
育
所
の
入
所
児
童

◇
対
象
年
齢

１
歳

以
上

の
未
就

学
児

（
平
成

４
年

４
月

１
日
現

在
）

◇
募
集
人
数

8０

名

◇
保
宵
時
間

午
前
８
時
3
0分
～
午
後
４
時

（
た
だ
し
、
必
要
な
方
に
つ
い
て

は
相
談
の
う
え
、
早
朝
・
夕
方
の

保
育
も
い
た
し
ま
す
）

◇
受
付
期
間
及
び
時
聞

平
成
４

年
１

月
2
4
日
剛
～
3
1
日
倒

午
前
８

時
3
0
分
～
午

後
５

時

（
2
5
日

出
、
2
6
日
剛

は
除

き
ま

す
）

◇
受
付
場
所

住
民
福
祉
課
福
祉
係

◇
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑
。
会
社
員
な
ど
の
給
与
所
得

者
の
場
合
は
、
平
成
３
年
分
の
源

泉
徴
収
票
。

■
問
い
合
わ
せ

・
住
民
福
祉
課
福
祉
係

一
翦
2
1
1
1
　
内
線
１
３
４

・
藤
田
保
育
所

一
叙
2
3
7
4

家
屋
の
滅
失
届
を

お

忘

れ

な

く

固
定
賢
産
税
は
、
一
月
一
日
現
在

で
土
地
や
家
屋
な
ど
の
固
定
資
産
を

持
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
．

平
成
三
年
中
に
家
屋
を
取
り
膿
さ

れ
た
方
は
、
お
手
数
で
も
印
鑑
を
ご

持
参
の
う
え
、
平
成
四
年
一
月
十
日

ま
で
役
場
税
務
課
へ
届
け
出
く
だ
さ

る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
．

た
だ
し
、
税
務
課
で
家
屋
坪
価
に

伺
っ
た
お
宅
は
、
確
認
し
て
お
り
ま

す
の
で
除
か
れ
ま
す
．

■
問
い
合
わ
せ

税
務
牒
固
定
資
産
係

魯
翦
2
1
1
1
　
内
線
１
５
２

新
年
の
賀
詞
交
歓
会

平
成
４
年
の
国
見
町
新
年
賀
詞
交

歓
会
を
国
見
町
、
町
商
工
会
。
町
農

業
協
同
組
合
。
町
工
業
ク
ラ
ブ
の
共

催
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
と
き
・：
平
成
４
年
１
月
４
日
午
後

２
時
▼
と
こ
ろ
ミ
国
見
町
農
協
会
館

▼
参
加
料
・
：
千
円
▼
申
込
方
法
…
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
1
2月
2
5日

ま
で
参
加
料
を
添
え
て
役
場
総
務
課

ま
た
は
商
工
会
及
び
農
協
管
理
課
の

い
ず
れ
か
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

１９一
月
3
1
日
現

在

で
、
平

成
３
年

工

業

統
計

調
査

が
実
施

さ

れ
ま
す

。

1
2月
下

旬
か

ら

調
査
員

が
各
事
業

所

に
お
伺

い
し

ま
す

の
で

、
調
査

へ

の
ご
協
力

を

お
願

い
い

た
し
ま
す

。

募
　

集

国
見
町
立
幼
稚
園
児

町
教
育
委
員
会
で
は
、
就
学
一
年

前
の
幼
児
を
対
象
と
し
て
、
平
成
四

年
度
国
見
町
立
幼
稚
園
児
を
募
集
い

た
し
ま
す
．

入
園
希
望
者
は
、
次
の
要
領
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
・

◇
申
し
込
み
期
間
及
び
時
間

平
成
４
年
１
月
９
日
困
～
1
7日
窗

午
後
１
時
か
ら
４
時
3
0分
ま
で

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
き
ま
す
）

◇
申
し
込
み
場
所

勝
田
幼
稚
園
・
森
江
野
幼
稚
園

（
申
し
込
み
川
紙
な
ど
は
各
幼
稚

園
に
あ
り
ま
す
）

◇
男
集
対
象

昭
和
6
1年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
6
2

年
４
月

―
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児
◇
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑

（
森
江
野
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
と
同
時
に
制
服
注
文
も

あ
り
ま

す
）

■

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

一
S
2
1
1
1
　
内
線
２
１
２

学

生

募
集

小
山
職
業
訓
練
短
期
大
学

履
用
促
逃
事
業
団
小
山
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
で
は
、
次
の
要
碩
で
平

成
四
年
度
の
学
生
を
募
集
い
た
し
ま

す
．

◇
募
集
科
・
定
員

生
産
技
術
科
・
産
業
機
械
科

制
御
技
術
科
・
電
子
技
術
科

情
報
技
術
科
・
建

築

科

定
員
は
各
科
と
も
2
0名

◇
応
募
資
格

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
者
（
平
成
四
年
三
月
卒

巣
見
込
み
の
者
を
含
む
）
ま
た
は

こ
れ

と
同
等

以
上

の
学
力

を
有
す

る
と

認
め
ら

れ

る
者

．

（
各
科

と
も

男
女

は
問

い
ま

せ
ん

）

◇
出
願
期
間

平
成
４
年
１
月
2
0日
～
２
月
４
日

◇
賦
験
期
日
・
鳩
所

平
成
４
年
２
月
1
3日
（
木
）

小
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

◇
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

尋
　
栃
木
県
小
山
市
横
倉
三
竹
六

匸
一－

一

小
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
学
生

課魯
0
2
8
5
ｎ
3
1
6
1

1
2月

今
月
の
納
税

（
納

期
限
・・
1
2
月
2
5
β
）

町
県
民
税
（
第
四
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
四
期
）

歳末たすけあい運動
地域でささえあう

明るいお正月
平成３年12月１日～12月31日

愛ちゃんと希望くん

社会福祉

法　　人
国 見町社会福祉協議 会

国 見 町 民 生 委 員 協 議 会

国 見 町 共 同 募 金 会

お

し

ら

せ



募
　

集

国
見
町
奨
学
生

当
町
で
は
、
故
山
田
長

】
氏
が
町

出
身
者
の
膏
英
・
奨
学
の
た
め
に
寄

付
さ
れ
た
財
産
な
ど
を
も
と
に
、
奨

学
資
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
．

次
の
要
領
で
平
成
四
年
度
の
奨
学

生
を
募
集
い
た
し
ま
す
．
希
望
の
方

は
町
教
育
委
員
会
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
．

◇
修
学
資
金

・
募
集
人
員

若
干
名

・
貸
与
金
額
（
月
額
）

高
校
　
一
万
円
以
内

高
専
　
一
万
五
千
円
以
内

大
学
　
二
万
円
以
内

◇
入
学
支
度
貴
意

・
募
集
人
員

若
干
名

・
貸
与
金
額

高
校

十
五
万
円
以
内

高
卑

十
五
万
円
以
内

大
学
　
二
十
五
万
円
以
内

◇
申
し
込
み
期
間

平
成
４
年
１
月
７
口
叫
～
2
3日
閑

◇
資
格
等

国
・
県
及
び
他
団
体
か
ら
同
種
の

奨
学
資
金
の
貸
与
。
ま
た
は
給
与

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
前
提
と

な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

默
衂
1
1
1
1

内
線
２
１
２

年
賀
状
の
投
函
は

お
　
早
　
め
　
に

～
郵
便
局
か
ら
の
お
噸
い
～

○
年
賀
は
が
き
の

『
ポ
ス
ト
』
へ
の

投
函
は
、
な
る
べ
く
輪
ゴ
ム
な
ど

で
と
り
ま
と
め
て
差
し
出
し
て
く

だ
さ
い
．
ま
た
．
「
国
見
町
内
」

「
県
内
」

『
県
外
』
と
方
面
別
に

区
別
し
て
差
し
出
し
て
い
た
だ
け

る
と
、
大
変
助
か
り
ま
す
．

○
郵
便
番

号
は

。
あ

て
先

と
差

出
人

の
両
方

に
は

り
き

り

と
記
入

し
て

く

だ
さ

い
。
あ
て

名

に
は
番

地
・

棟
番

号
・
Ｏ

Ｕ

荘

Ａ
Ｗ

‥‥
｝様

方
な

ど
肩

書
き
も

省
略

し
な

い
で

記
入

し
て
く

だ

さ

い
。

０
学
生

以
下

の

お
子
様

に
あ
て

て
差

し
出

さ
れ

る
も

の
は

、
『
世

帯
主

』

ま

た
は
、

ご
両

親

の
い
ず

れ
か
の

お
名

前
を

記
入

し
て

く

だ
さ
い

。

○
真

心
込

め
た

年
賀
状

は

。
で
き

る

だ
け

十
二

月

二
十

五
日
頃

ま
で

に

お
出
し
く

だ

さ

い
。

県
庁

舎

内

の

内
線
番
号
が

変

わ

り
ま

す

県
庁
舎
内
の
内
線
電
話
番
号
か
平

成
四
年
一
月
四
日
（
土
）
か
ら
全
面
的

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
感
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
お
手
数
で
も

あ
ら
か
じ
め
用
件
の
あ
る
課
・
事
務

所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
場

合
に
は
、
県
庁
施
設
管
理
課
に

ご
迎

絡
く
だ
さ
い
・

■

問
い
合
わ
せ

県
庁
施
設
管
理
課

霖
即
1
1
1
1

内
線
4
1
0
0
～
4
1
0
2

年末年始救急医療当番医表
月 日 �当　　 番　　医 �電 話

12月28日 �村　 上　 医　 院 �85  ー2152

12月29日 �武田胃腸科内科医院 �85-2630

12月30日 �宮　 川　 医　 院 �85  ー2052

12月31日 �宮　 川　 医　 院 �85  ー加 52

１月１日 �武田胃腸科内科医院 �85 一 26

１月２日 �武田胃腸科内科医院 � ーｰ 2630

１月３日 �武田胃腸科内科医院 �85－2630

戸 籍の窓口
(11月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会

悟( さ と る)大波　 努 倉 町 南

史 織(し お り)佐久間伸良 川　 内

思 保(し　 ほ)梅谷 純孝 泉 田 中

建( た け し)菊池 教治 山　 槙

結婚おめでとうございます

氏　　名
齊 藤 政 俊
大 橋 笑枝子
佐 藤　　忠
違 ● 真由美
佐 ● 洋 一
中 朋　節 子
紺 野 秀 人
持 地 陽 子
宍 戸 克 巳
佐 ● はる江
佐 藤 正 人
佐 野 圭 子

町内会
川　 内

霊 山 町
第十 二
福鳥 市
購　 四
福島 市
泉田 下

福鳥 市
第　 一

前　 田
上　 野
第　 一

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

鈴 木 一 郎　　69　　 川　 内

松 浦 武 助　　91　　 石毋田原

高 橋 忠 雄　　81　　 鳥　 取

遺 田　キョミ　　81　　 第　 九

後 藤 正 明　　88　　 第　 八

宍 戸 平 助　　76　　 泉 田 下

宍 戸 忠 一　　81　　 石母田北

奥 山 邦 夫　　70　　 富 町 北

人 口 と 世 帯
12月１日現在(前月比)11月中のうごき

人
　
　

口

一男5 人（－８）

女6  ,163人（±０）

冊11,902人（－８）

世帯数2  , 7戸（＋1 ）

転 入21 人

転 出25 人

出 生　４人

死 亡　８人

12月　師走（しわす）

Z2日（日）冬 至

日 ( 月）天皇誕生日

日 ( 火）クIJスマスイブ

27日（金）官庁仕事納め

31 日 (火）年越し・大はらい

１月　睦月（むつき）

１口（水）元　旦

４日（土）官庁仕事始め

６日（月〉小 寒

10日（金) 110番の日

日 (水）成人の日

心配ごと相談日
場 所 ： 役 場 二 階 相 談 室（東皿入口●らお入り下さい）

時 間 ： ９時 ～12 時

こまったことや、相談ご とがありましたら、

お飢軽 にご相謫下きい。 秘密は絶対に守ります。

( 相談員)

12月 日 (水）櫺沢　 正・佐藤　節子

１月14  日 (火）松浦　輝夫・斎藤　洋子

※１月４日は休ませていただきます．

1/4～

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館

8 5  ー2 6ワ６

（有) 4 1 5 6

子

青

て

コ

ー

ナ

ー

母
の
よ
む
絵
本
は
人
生
の
地
下
水

『
お
か
あ
さ
ん
の
生
の
声
で
絵
本

を
よ
ん
で
あ
げ
て
下
さ
い
。
大
地
の

地
下
水
か
。
ど
ん
な
日
照
り
で
も
緑

を
よ
み
が
え
ら
・
せ
る
よ
う
に
、
子
ど

も
が
砂
漠
の
よ
う
な
人
の
世
の
中
で
、

希
望
を
失
い
挫
折
し
よ
う
と
し
た
時
、

幼
い
時
に
胱
ん
で
も
ら
っ
た
阯
の
声

が
聞
こ
え
て
き
て
生
き
る
希
望
が
よ

み
が
え
り
、
立
直
る
こ
と
か
出
来
る

の
で
す
」
十
一
月
八
日
の
幼
児
敬
育

講
演
会
で
、
松
戸
市
済
風
幼
稚
園
の

藤
田
浩
子
先
生
は
、
ソ
フ
ト
な
声
で

じ

っ
く

り
と
訴

え
て

お
ら

れ
ま
し

た
。

あ
る

学
生

か
本
屋

で
む
か

し
よ

ん

で

く
れ

た
絵
本

『
グ

リ
と

グ
ラ

』

を

目

に
し

た
と
き

、

『
や
あ
、

し

ば
ら

く

』
と

あ

い
さ

つ
し

て
く

れ
る
。

手

に

と

っ
て
絵
本

の
活
字

を
追

っ
て

ゆ

く

と
聞
こ

え
て

く
る

の
は
毋

の
声
で

あ

っ
た

。

お
母

さ
ん
か
桧

本
を

よ
む

生
の
声

は

胎
内

か
ら
き

い
て
き

た
声
で

、
何

に
も

ま
し

て
安

ら
ぎ

が
あ
り
ま

す

。

感
動

し
な

か
ら
よ

む
母

観
の

感
情
か

音
声

を

通
し
て

子
供

に
伝
え

ら
れ
ま

す

。
話

の
筋

や

、
上

手
下
手

は
問
題

で
あ

り
ま
せ

ん

。
こ
れ

か
観

子
の
心

の
交
流

、

コ
ミ

ニ
ケ

ー
シ

ー

／
と
な

り
、

親
子

の
絆
を

つ
よ

め
て

ゆ
く
の

で
す

。

そ

の

た
め
に

は
、
①

「
だ

め
。
は

や
く

。
し

な
さ

い
Ｊ

と

い
う
こ

と

ぱ

を
減

ら
す

こ
と
’

②
テ

レ

ビ
を

見
な

い
時

間
を

つ
く

る
こ
と

。
③

一

週
間

、

毎
晩

本
を

よ
ん
で

あ
げ

る
。
こ

の
Ｉ．一

つ
を

実
行

し
て
ほ

し

い
と

い
っ
て
お

ら
れ

ま
し

た
。

最
近
、
母
親
ひ
と
り
で
子
育
て
す

る
の
は
苦
し
い
。
あ
る
時
急
に
赤
ら

や
ん
の
便
の
奥

い
か
い
や
に
な
っ
た

り
。
泣
声
や
行
動
か
わ
ず
ら
わ
し
く

な
る
と
聞
き
ま
す
。
本
来
子
育
て
は

楽
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ひ
と
り
で
膏
児
書
な
ど
の
テ
キ
ス
ト

を
頼
り
に
し
て
も
、
決
し
て
こ
の
苦

し
み
を
救
っ
て
く
れ
な
い
。
本
当
の

子
育
て
は
人
と
の
つ
き
あ

い
の
中
か

ら
生
れ
る
。
家
族
や
隣
人
の
理
解
と

協
力
か
あ
『

て
は
じ
め
て
成
り
立
つ

も
の
で
す
。
多
く
の
同
じ
苦
し
み
を

も
つ
母
親
同
志
や
、
子
育
て
の
先
輩

で
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
語
り
あ
い
、

教
え
あ
っ
て
ゆ
け
る
よ
う
な
地
城
内

で
の
「
子
育
て
ネ

″
ト
ワ
ー
ク
」
づ

く
り
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

『
児
童
は
よ

い
環
境
の
中
で
育
て
ら

れ
る
』
と
児
童
憲
章
に
う
た
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
母
観
を
含
め
て
ま
わ
り

の
人
々
や
地
城
の
中
で
、
よ
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
ゆ
く
こ
と
か
、
住
み

よ

い
町
づ
く
り
の
基
盤
に
な
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
明
る
い
子
ど
も
の
声

か
響
き
あ
う
亠
る
さ
と
づ
く
り
が
何

に
も
ま
し
て
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

▲毋と子が一緒におもちゃづくり

町
政
の
現
状
に
つ
い
て

聴
　
く

去
る
ト

ー
月
十
五
卩
．
成
人
・
中

央
婦
人
・
阿
津
賀
志
学
級
の
合
同
学

習
会
が
行
な
わ
れ
、
約
百
四
十
名
が

出
席
し
、
講
師
の
冨
永
町
長
よ
り
。

町
政
の
硯
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
昭
和
六
十
二
年
の
町
長
就

任
以
来
を
振
り
返
っ
て
の
、
町
民
一

人
当
た
り
の
町
費
の
支
出
状
況
や
。

町
民
の
生
活
状
態
の
推
移
に
つ
い
て

の
お
話
が
あ
り
、
若
者
た
ち
が
町
を

去
り
。
後
継
者
か
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
況
、
ひ
い
て
は
そ
れ
か
、
活
気

の
な
い
家
庭
、
町
に
な
る
お
そ
れ
か

あ
る
こ
と
な
ど
の
指
摘
か
あ
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
に
対
す
る
方
策
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
町
の
重
点
施
策
に
基
づ

き
、
き
め
細
や
か
な
対
策
を
立
て
、

実
行
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
く

わ
し
ぐ
ふ
れ
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り

二
、
快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り

一
司

福
祉
と
健
康
の
町
づ
く
り

四
。
二
十
一
世
紀
を
担
う
人
材
育
成

五
、
町
民
総
参
加
の
町
政
推
進

六
、
行
財
政
体
制
の
充
実

現
在
取
り
組
ん
で

い
る
町
政
の
現

状
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
お
話
し
を

聴
き
、
町
政
に
つ
い
て
一
層
の
理
解

と
関
心
か
深
ま
り
、
大
へ
ん
有
意
義

な
学
習
会
と
な
り
。
今
後
も
ぜ
ひ
継

続
し
て
欲
し
い
と
の
感
想
か
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

▲熱心に聴講している学級生

親子スキー教室
◆と　き　１月 日 ( 日 )

◆ところ　塩沢スキー場

◆対 象　児童生徒とその親

◆定 員 親子50名

◆会　費　１人2  , 网円

◆申込み　１月21日まで

会 員 募 集
＠ヨーガクラブ

初心者の入会をお符ちしています

活動日　毎遇土曜日 午前９時15分より

詳細、入会の問合わせ先

亀岡ツヤ子 行 ｰ  2



連
覇
　
源
宗
山
チ
ー
ム

町
内
一
周
駅
伝
大
会

伝
統
の
国
見
町
一
周
駅
伝
競
走
大

会
は
十
一
月
十
日
、
一
般
の
部
九
チ

ー
ム
、
中
学
の
部
三
チ
ー
ム
、
特
別

参
加
一
チ

ー
ム
か
出
場
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
絶
好
の
駅
伝
日
和
、
午
前

十
時
号
砲
一
兇
、
一
斉
に
役
場
前
を

ス
タ
ー
ト
、
一
本
の
タ
ス
キ
に
チ
ー

ム
の
名
誉
を
託
し
、
十
区
間
、
二
十

三
・
五
％
を
激
走
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
の
部

優

勝
　
源
宗
山
チ
ー
ム

一
時
間
一
九
分
一
六
秒

（
大
会
斬
）

準
優
勝

徳
江
南
部
チ
ー
ム

一
時
間
二
二
分
四
七
秒

第
三
位

小
坂
チ

ー
ム

一
時
間
三
四
分
一
八
秒

◇

中
学

の
部

優

勝

大
木

戸

お
チ

ー

ム

‐‐．
時
間

三
六
分

二

円
秒

準
優

勝
　

小
坂

み
チ

ー
ム

一
時
間

二
七
分

一
四
秒

第
三

位

森

江

野
お
チ

ー
ム

一
時

間

二
九
分

一
九
秒

青
年
ふ
れ
あ
い
教
室
に

参
加
し
て

後
藤
　
清
二

私
は
、
十
一
月
二
十
四
日
の
日
曜

日
に
青
年
ふ
れ
あ
い
教
室
か
あ
る
と

い
う
こ
と
を
聞
き
、
参
加
し
て
み
ま

し
た
。

当
日
は
、
同
年
代
の
若
者
二
十
名

と
一
緒
に
バ
ス
の
旅
で
し
た
。

嚴
初
に
ふ
く
し
ま
駅
伝
大
会
に
参

加
し
て
い
る
国
見
町
チ

ー
ム
を
沿
道

で
声
援
、
そ
れ
か
ら
平
成
五
年
開
港

予
定
の
福
島
空
港
を
見
学
し
た
り
、

白
河
の
史
跡
め
ぐ
り
を
し
た
り
し
て

寒
風
の
中
、
一
日
を
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。

町
内
の
若
者
と

｝
緒
と
い
う
こ
と

で
し
た
か
、
た
ま
た
ま
願
見
知
り
の

人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

同
じ
町
に
住
む
若
者
同
士
か
交
滴

を
深
め
る
た
め
に
良
い
機
会
な
の
で
、

今
後
も
若
者
向
き
の
、
遊
び
心
の
あ

る
内
容
に
し
て
実
施
し
て

い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

町
長
杯
家
庭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
畏
杯
争
葦
家
庭
バ
レ
ー
ポ
ー
ル

大
会
は
十
二
月
一
口
、
十
七
チ
ー
ム

か
出
場
し
、
町
民
体
育
館
を
主
会
場

に
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
と
両
方
で

賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
長
冨
永
武
夫
町
長
の
あ
い
さ

つ
、
商
村
和
子
さ
ん
か
ら
「
年
令
相

応
に
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
Ｊ

と
心

強
い
遇
手
宣
誓
か
あ
り
試
合
か
始
ま

り
ま
し
た
．

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
．
外

は
小
春
日
和
．
会
場
は
熱
気
ム
ン
ム

ン
、
各
チ
ー
ム
善
戦
健
闘
し
ま
し
た
・

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
．

優

勝
　
小
坂
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

準
優
勝

耕
谷
バ
レ
ー
都

第
三
位
　
宮
町
ク
ラ
ブ

寄
　
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
図
書
『
和
算
の
研
究
』
　
　

一
冊

山
崎
字
滝
山
原
　

法
井
八
夫
様

○
合
同
句
集

’
ふ
く
し
ま
」
　
一
冊

福
島
県
俳
句
作
家
懇
談
会
様

○
図
書
「
あ
の
星
の
下
に
」
他
2
0冊

創
価
学
会
国
見
支
部
様

○
お
手
玉
　
　
　
　
　
　

五
十
個

小
坂

匿
名

年
末
年
始
の
休
館

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
三
日

ま
で
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
体
育
館
、

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
含
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
）
、
森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー

の
各
施
設
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
十
二
月
二
十
七
日
は
清
掃
、

一
月
四
日
は
施
設
の
点
検
整
備
の
た

め
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

○
今
年
の
公
民
館
活
助
も
町
民
皆
様

の
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
、

大
過
な
く
終
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

年
末
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲輜むぞ７

Ａ福鳥空港を見学

▲白熱のゲーム

行　事　予　定　表
月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　 事

12 �15�

日 �・少年仲間づくり教室（クリスマス）

�17�火 �・１ども移動1ﾇ1斎館（小坂小）

�18�水 �
・中央婦人学級（正月料理）

���・子ども移動図書館（藤田小３年）

�19�木 �
・子ども移動図魯館（藤田小１年）

���・ボーリング教室閉講

�20�金 �・幼児家庭教育学級（子育て教室）閉講式

�23�月 �・国兇町・桑折町胄少年健全育成剣道大会

�26�木 �・中央睡人学級（生け花）

１ �

７ �火 �・阿津賀志学級委員会

�９�木 �・子ども移動図書館（ 大木戸小）

�10�金 �・成人学級（断年会）

�12�日 �・少年仲間づくり教室（年中行事）

�14�火 �・子ども移助図 書館（轟江野小）

備 考 ���
・子ども移動図書館の１月の活動内容は、

民話カルタとトランプ



ま
た
　
会
お
う
ね

町
内
各
季
節
保
育
所
の
閉
所
式
が

十
一
月
三
十
日
行
わ
れ
、
今
年
四
月

か
ら
元
気
よ
く
通

。
て

い
た
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し

い
友
達
と
の
お
別
れ
に
な
り
ま
し
た
。

大
枝
季
節
保
育
所
で
は
、
お
皀
話

に
な
っ
た
先
生
に
、
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
か
花
束
を
贈
り
涙
ぐ
む
場

面
も
。
式
の
あ
と
に
は
お
ゆ
う
ぎ
会

が
行
わ
れ
、
今
ま
で
一
生
懸
命
に
練

習
し
て
き
た
劇
や
遊
戯
を
お
父
さ
ん

や
、
お
母
さ
ん
に
披
露
し
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
Ｑ

衛
生
組
織
大
会
で

意
識
の
高
揚
を
図
る

保
原
保
健
所
地
区
衛
生
組
織
大
会

は
十
一
月
十
三
日
、
町
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
地
域
杜
会
に
お

け
る
保
健
衛
生
思
忽
の
普
及
啓
彙
と

地
区
衛
生
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を

図
り
ま
し
た
。

席
上
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
に
お

い
て
保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

た
か
た
か
た
の
功
労
表
彰
が
行
わ
れ
。

本
町
か
ら
は
町
保
健
委
員
会
剛
委
員

長
の
中
村
兼
古
さ
ん
（
山
崎
小
舘
）

と
、
高
城
町
内
会
保
健
委
貝
の
八
島

健
一
さ
ん
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
永
年
、
献
血
推
進
に
功
労
の
あ

つ
た
国
見
製
菓
株
式
会
社
と
、
鑓
水

正
春
さ
ん
（
源
宗
山
東
）
に
血
液
セ

ン
タ
ー
所
長
感
謝
状
か
噌
ら
れ
ま
し

べ

ご
利
用
く
だ
さ
い

”
あ
つ
か
し
文
庫
”

柵
鳥
信
用
金
庫
国
見
支
店
（
桜
井

利
広
支
店
長
）
で
は
こ
の
ほ
ど
、
店

の
一
角
に
『
あ
つ
か
し
文
廠
』
の
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
杵
さ
ん
に
本
の
貨

し
山
し
を
行
っ
て
い
ま
す
．

こ
の
あ
つ
か
し
文
庫
は
、
福
島
信

用
金
庫
合
併
創
立
十
五
周
年
記
念
串

業
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、｛
日

本
の
文
学
｝
や

『
胯
界
の
歴
史
』
’日

本
百
科
大
事
典
』
を
は
匕
め
、
主
に

小
・
中
学
生
向
け
の
本
、
約
．二
百
冊

を
と
り
そ
ろ
え
．
富
楽
時
間
中
な
ら

い
つ
で
も
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
ゼ
ロ
ヘ
一
丸

平
成
三
年
度
国
見
町
・
桑
折
町
交

通
安
全
町
民
大
会
は
十
一
月
二
十
日
、

森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
．

両
町
の
交
通
安
全
推
進
団
体
の
関
係

者
を
は
じ
め
、
大
勢
の
町
民
の
皆
さ

ん
か
出
席
し
ま
し
た
．

交
通
事
故
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
さ

さ
げ
た
あ
と
、
大
会
畏
の
冨
永
武
夫

町
長
か
式
辞
を
述
べ
、
安
細
隆
清
桑

折
町
長
．
本
田
恭
博
桑
折
警
察
署
長
．

亀
岡
憲
吾
桑
折
地
区
交
通
安
全
協
会

会
長
が
あ
い
さ
つ
．
交
通
安
全
功
労

者
、
交
通
安
全
優
良
事
業
所
の
表
彰

か
行
わ
れ
ま
し
た
．

森
江
野
小
学
校
五
年
の
佐
藤
壱
茂

君
、
桑
折
地
区
交
通
安
全
協
会
大
木

戸
部
会
長
の
阿
部
松
夫
さ
ん
ら
三
人

か
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
提
言
を
行

い
、
交
通
事
故
防
止
に
対
す
る
意
見

や
体
験
談
を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
．

ま
た
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交

通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
の
な

い
、
明
る
く
住
み
よ
い
交
通
社
会
づ

く
り
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
う
た
っ

た
大
会
宜
言
を
満
堺
一
敏
で
採
択
し
．

出
席
者
全
員
で
交
通
事
故
撲
滅
を
誓

い
ま
し
た
．

席
上
．
本
町
か
ら
は
次
の
か
た
か

た
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
．

（

敬

称

略

）

◇
交
通
安
全
功
労
者

宍
戸
　
文
平

・

熊
坂
　
正
一

佐
野
伊
勢
夫

◇
交
通
安
全
優
良
事
業
所

株
式
会
杜
福
梁
製
作
所

◇
交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル

有
限
会
社
建
設
業
阿
部
屋

宇
佐
美
印
刷
所

有
限
会
社
徳
江
電
気
商
会

有
限
会
社
樋
口
屋
商
店

有
限
会
社
村
木
建
設

編
集
日
記

○
師
走
に
入
り
、
早
い
も
の
で
今
年

も
残
す
と
こ
ろ
二
週
間
あ
ま
り
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に

か
け
て
忙
し
い
日
が
続
き
ま
す
。
皆

さ
ん
、
か
ぜ
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
に

注
意
し
、
健
康
で
良
い
お
正
月
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

発
行
・
！
　

国
見
町
企
画
商
工
譚

福
鳥
凧
伊
達
郡
国
見
町
大
字
一

剛
字
一
Ｔ
田
二
２
の
１

・

九
六
九

丿
一
七
　

Ｓ
｛
○
二
円
五
｝
八
五
－
二

．
‥
．
（
代
表
）

Ａ子どもだちから先生へ花東の贈呈

▲保饐衛生の向上を聳った衛生組織大会

▲店内に設けられた「あつかし文庫」

▲文通安全の誓いを新たにした町民大会

わ

だ

い
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